
夏休みの宿題と未来の幸福 

 

 

スティーブン・Ｒ・コヴィー著『7 つの習慣』に掲載されている時間管理マトリックス（図参照）で、夏休みの宿題

は「緊急ではないが重要なこと」に分類される。「緊急ではないが重要なこと」に真面目に取組むと大きな成果が

出るということが誰もが理解できよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの宿題を計画的に終わらせる人や、さっさと早く終わらせる人は、時間を有効に使うことが可能な性格

だといえるようだ。「緊急ではないが重要なこと」を手際よく処理することは、すなわち、ビジネスで良い結果を出

せる可能性が高いということになるのだ。 

 

 逆に、夏休みの終りにパニックになって宿題をやる人は、期限がある業務（宿題）を後回しにしてしまう性格と

いえる。もともと時間があり、「緊急ではないが重要なこと」だった作業（タスク）を「緊急で重要なこと」に移してし

まうため、本人や周囲が大変な目に遭うことになるわけだ。さらに、始末が悪いことに、こういった人は、あれほ

ど大変な思いをしたにもかかわらず、翌年また同じことを繰り返すのである。 

 

つまりこのタイプの人は、もともと「物事を後回しにする癖」があり、それに基づく行動を取り、そしてそのことに

本人は気付いていないのだ。 

 会社から見れば、こんな「時間の価値を知らず時間を有効に使えない職員」には仕事を任せられない。 

そんな人に依頼する仕事の量は少なくなって当然だ。そうなると、成果を出すチャンスも減るため昇進昇給の

機会も乏しくなるというわけなのだ。 

 

 たかが夏休みの宿題という人もいるが、これは「後回し行動の指標」として「夏休みの宿題をいつ頃終わらせて

いたか」という質問が面接で有効なものであることは実証されている。（池田新介『自滅する選択』東洋経済新報

社）。なので、仕事の課題や報告書の提出は、期限のはるか前に終える訓練をしよう。余裕で作成された文章は、

日を改めて再読すると、誤字や脱字を見つけられるし、読みやすい文章に変更することも可能だ。当然、社会人

としてのタスク処理能力ももの凄く向上するはずだ。 


